
 
世界農業遺産国際スタディ・プログラム 

能登地域への訪問学習について 
                                                                                                                             
県内高等教育機関に在籍する学生等が、世界農業遺産（GIAHS）をテーマに、国連大学職員

等による講義や能登地域及びイタリアへの訪問学習などを通して、国際的な視点で能登の復
興や地域の課題解決策等について考察する研修プログラム「世界農業遺産国際スタディ・プ
ログラム」において、今回、下記のとおり訪問学習を行います。 
 

記 
 
１．参加学生 
 ①石川プログラム ２名（金沢大学２名） 

→国連大学職員等による講義、能登地域訪問学習、成果発表会など  
 ②石川＆イタリアプログラム ２名（金沢大学１名、国際高等専門学校１名） 

→①に加え、イタリア訪問学習 
 
２．訪問学習（能登地域）の概要 
  日  程：令和８年８月８日（土）～１０日（月） 
  訪問先： 
 ＜1 日目＞ 

・のと里山里海ミュージアム（能登の里山里海について幅広く学ぶ） 
・「一本杉通り」商店街（伝統的建築の商店街を歩き、震災と復興について学ぶ） 
・和倉温泉お祭り会館（和倉温泉街の被災状況の視察、能登の文化祭礼を学ぶ） 

  ・能登島の火祭り広場（向田の火祭りの歴史や由来を学ぶ、手松明づくり体験） 
 ＜2 日目＞ 
  ・金沢大学能登学舎（能登で活動する方々の取り組みを学ぶ） 
  ・NPO 能登半島おらっちゃの里山里海 保全林（里山林の保全活動について学ぶ） 
  ・ケロンの小さな村（ピザづくり体験で地産地消を学ぶ、村内の見学） 
  ・ひらみゆき農園（能登ブルーベリーの栽培について学ぶ） 
  ・道の駅狼煙（地域の特産品について学ぶ） 
＜3日目＞ 
 ・珠洲市内の稲作現場（能登の里山での稲作・野生生物による農作物被害を学ぶ） 

  ・道の駅すず塩田村（伝統的な塩づくりの現場見学） 
  ・白米千枚田（白米千枚田の景観や田んぼの管理について学ぶ） 
  ・山口水産（能登かきの養殖や震災後の取り組みについて学ぶ） 
  ※取材希望者には詳細な行程表をお送りいたします。お問い合わせください。 
 
３．今後の予定 
 ①訪問学習（イタリア） 

日 程：令和８年８月３１日（月）～９月８日（火） 
訪問先：国連食糧農業機関（FAO）、国際農業開発基金（IFAD）の本部のほか、 

イタリアにある GIAHS 認定地（アッシジとスポレート間の丘陵地帯のオリー 
ブ畑）等 

 ②成果発表会 
  能登や本県の地域課題の解決策や地域活性化等にかかる提案の発表を予定 
  日 程：令和８年１０月２４日（土）予定 
    
（参考）石川県ホームページ：https://www.pref.ishikawa.lg.jp/kikaku/giahs.html 
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